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研究成果の概要（和文）：20世紀初めサハリン島全体がロシア領だったが、日露戦争後南半分が日本領となり、
1945年の日本の敗戦まで、日露それぞれが南北に分かれて島を統治し、開発を進めた。このような国境の変遷を
みた20世紀前半のサハリンについて、その地域史と周辺地域(北海道やロシア極東、中国東北部など)との関係、
さらに国際関係との関わりについて、政治、経済、産業、国際関係、社会、教育、民族などの多方面から、日露
両方の史料を発掘して、個別研究を積み重ねつつ、それを踏まえた歴史の全体像の提示を試みた。特に、北樺太
保障占領、日本の植民地としての南樺太および敗戦後のソ連統治下の南サハリンの状況について多くを解明する
ことができた。

研究成果の概要（英文）：Sakhalin Island belonged to Russia at the beginning of 20th century, but its
 South half was transferred to Japan after the Russo-Japanese War (1904-1905), thereafter Russia and
 Japan governed and developed each part of it as its integral part of "empire". We studied such a 
border region's regional history multidisciplinary, analyzed not only its inter regional 
relationship, but connection with neighbor regional such as Hokkaido, Russian Far East or North East
 China, and in the context of international relations. We have explored much historical sources in 
Japan and Russia, accumulated much research papers, and tried to picture total historical process. 
We had much contributed to the study of Japanese occupation of North Sakhalin (1920-1925), the 
position of South Sakhalin in Japanese Empire system, and the beginning of the Soviet rule in　South
 Sakhalin. 
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１．研究開始当初の背景 
 
  本研究は、科学研究費補助金 基盤研究(B)
「国境の植民地サハリン(樺太)島の近代史: 
戦争・国家・地域」(代表: 原暉之, 2010～2013
年度)を発展・継承する形で、その最終年度か
ら開始されたものである。 
この研究が開始された背景としては、これ
までのサハリン・樺太近現代史研究は、領土
をめぐる外交交渉に重点がおかれ、ややもす
れば地域史の視点が等閑視されてきたこと、
およびソ連崩壊後、ロシアとの研究交流が可
能になり、日ロ双方の史料と視点を取り入れ
ることが可能になったが、その条件を十分生
かすに至っていない現状への反省もあった。 
 旧科研においては、日本史とロシア史の研
究者が学際的に協力あって仕事をする体制
をつくり、その成果として論文集『日露戦争
とサハリン島』(北海道大学出版会, 2011年。
414頁)を世に問うことができた。 

20世紀初頭の、サハリンがロシア領の流刑
植民地だった時代から、日露戦争(1904-1905
年)の末期に日本が侵攻して一時は全島を掌
握し、ポーツマス条約によって北緯 50 度線
以南の割譲を受け、日本領としてその統治が
始まる前後の時期を扱ったこの論文集は、数
少ない日本におけるサハリン/樺太史に関す
る本格的な歴史研究書として、学界と社会に
貢献するところがあったと自負している。 
この後、1945 年の第二次世界大戦によっ
て日本がサハリン島の領土を失うまでは、北
緯 50 度線を境に、北はソ連領、南は日本領
だったわけだが、それぞれ、その歴史的展開
が十分に研究されているとは言い難く、また、
国際的な視点からそれらを関連させて総合
的に理解する視点が必要だと意識された。 
すなわち、南半は大日本帝国の一部をなす
植民地樺太として開発され、北海道との密接
な関係を持ちつつ、漁業中心の経済から、木
材、製紙、石炭の供給地として発展を遂げて
いくことになる。 
ロシア・ソ連領だった北半は、流刑植民地
制度の廃止後、1917 年に始まったロシア革
命と内戦、1918 年に始まるシベリア出兵と
日本軍による「保障占領」(1920-1925 年)を
経て、ソ連によって開発されることになる。 
この「保障占領」期の研究は非常に立ち遅
れていて、日ソ関係史上の空白部分になって
いる。また、「保障占領」終了後の北サハリ
ンの状況についても、村上隆による石油開発
史研究を除き、学問的な研究はごく少ない。 
さらに、第二次大戦中、およびその直後、
ソ連統治下にあった南サハリンの状況につ
いてものき、回想録等は各種出版されている
が、研究は多くないのが実情であり、旧樺太
引揚者の方がまだ生存されているいまのう
ちに、そうした空白を少しでも埋める必要が
痛感され、本研究を企画・組織することにな
った。 
 

２．研究の目的 
 
  本研究は、 
(1)日露戦争期(1904-1905年)。サハリンはこの
主戦場ではなかったが、その末期に日本が侵
攻し、全島を占領。ポーツマス条約によって
北緯50度線以南の割譲を受け、日本の植民地
とした。 
(2)ロシア革命(1917年)からシベリア出兵、北サ
ハリン「保障占領」(1920-1925年)を経て、日
ソ基本条約(1925年)によりソ連と国交を成立
させるまでの時期。 
(3)第二次世界大戦とその後の南サハリンでソ
連統治下に日本人が暮らした時期。 
 以上の3つの時期に注目し、20世紀前半のサ
ハリン(樺太)史を、地域内、地域間、国家間の
重層的視角から、通時的かつ共時的に検証し、
地域内の変容、隣接する地域と国際政治との
関係性を総合した地域史像を構築しようとし
たものである。 
 
３．研究の方法 
 
  本研究は、とりあえず前作『日露戦争とサハ
リン島』の続編として、『1920年代のサハリ
ン島(仮題)』を刊行することを目標の柱とし、
各分担者が個別に研究を進めるとともに、予
定原稿を持ち寄って研究会を重ねることで進
めてきた。 
 また、日本側の史料を調査するだけでなく、
ユジノサハリンスク、ウラジオストク、ハバ
ロフスク、モスクワなど、ロシアの文書館史
料の収集と分析に努めた。 
 また、サハリンにおいて開催される歴史系
の研究集会に積極的に参加し、その記録集に
日露双方が寄稿しあうことで相互の交流を促
進し、国際的な成果の共有をはかった。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の期間中に得られた大きな収穫とし
ては、神長が『北洋の誕生』(2015年)を出版し
たことが挙げられる。サハリン周辺の沿岸漁
業から出発した「露領漁業」が、ロシア革命
とシベリア出兵を経て、「北洋漁業」として
カムチャッカ方面に展開されるまでが跡づけ
られ、戦後の日ソ漁業交渉につながる歴史の
糸がここに示された。 
 また、塩出は『越境者の政治史』(2015年)
を著し、日本統治期の南サハリン(樺太)に移住
した日本人の政治参加を、北海道や朝鮮・満
州等と比較し、戦前日本の帝国システムと日
本人の移動の中にこれを位置づけようとした。 
 この他、田村は、日本統治期南サハリンに
おける先住民族について、池田は樺太庁の治
下の南サハリンにおける教育施策について研
究を深め、井竿は、日本の対外進出に関係し
た日本人の国家による被害補償や、近隣諸国
との歴史認識の差、シベリア出兵の国際的意
義について成果を発表し、ウルフは、第二次
世界大戦期のスターリンのアジアについての



構想について、その後の冷戦につながる大き
な視点から展望した。三木は日本の植民地経
営における鉄道輸送など交通体系の問題を深
めた。バールイシェフは、ロシア革命期前後
の日ロ関係について、両国の文書館史料を駆
使して多面的に研究を深め、スタヘーエフ商
会の実態や三菱との交渉など新しい事実を多
く発掘した。井澗はサハリンに近いアムール
河河口近くの町に生じた尼港事件と、それに
続いた北サハリンの日本の軍政の実態につい
て、当時のジャーナリストの残した記録や、
ウラジオストクの公文書館に残る関係文書に
よって明らかにした。 原は、ロシア革命・
内戦期の極東ロシアに住んだ日本人の状況に
ついて、新しい研究を発表した。竹野は、北
サハリンの「保障占領」期、どのような人々
がそこに入り、どのような経済活動を営んだ
かについて先駆的な業績をあげたほか、第二
次世界大戦直後の南サハリンにいた日本人の
状況について、多くの史料を拾い上げて明ら
かにした。兎内は、第二次世界大戦直後のソ
連による南サハリン統治についてロシア側資
料によって明らかにしたほか、第二次大戦期
の米ソ関係について、宗谷海峡と間宮海峡は
アメリカからソ連への物資提供のメインルー
トだったが、日本はこれを十分に察知してな
かったことを示した。 
以上のような個別研究とともに、それを総
合した歴史像を提示することが、本研究の大
きな目標であった。 
 これについては、研究期間の最後の時期に
樺太連盟の記念事業として原・天野編著『樺
太四〇年の歴史: 四〇万人の故郷』(2017年)を
刊行することができた。この本は、4人の執筆
者全員が本研究関係者であるが、これまでの
日本領樺太に関する個別研究の集大成を超え
て、新しい視点を随所に盛り込んだ意欲作で
あり、これまで適切な概説書がなかった日本
統治時代の樺太史について、第一に参照すべ
き書籍を成果として提供できたと考える。 
もともと本研究では、1920年代のサハリン
について、その南北両方を全体的に扱った論
文集を出版することが目標であった。ロシア
革命とシベリア出兵、北サハリンの「保障占
領」が輻輳する複雑な時期で、研究の空白部
を埋める意義が大きいと考えていたが、残念
ながら研究期間中には刊行に至らなかった。 
現在、論文集の構成や執筆分担が確定し、
半分ほどの原稿が集まっている段階である。
残りの原稿を集めるとともに、すでに提出さ
れた分のブラッシュアップを行い、来春の刊
行を目指して作業を進めている。 
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